
市功労者顕彰
１０月２１日に市内の

ホテルにて、地方自

治の振興に尽力され

た功績を称え顕彰さ

れました。

大関嘉一議員、三浦秀雄議員、佐々木慶治議員

永年にわたり地方
自治の進展に貢献
されたとして、１０
月２８日に秋田県
知事より表彰状を
授与されました。

秋田県地方自治
功労者表彰

佐々木隆一議員

９月定例会最終日に   おいて、２特別委員会は

所期の目的が達成さ   れたとして廃止されました。 議  会 改 革 特 別 委 員 会

　「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
で
は
、「
開
か
れ

た
議
会
」「
自
立
し
た
議
会
」「
効
率
的
な
議
会
」

な
ど
を
目
的
に
、
３０
項
目
の
改
革
事
項
に
つ
い

て
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
議
員
が
議
会
を
長
期
欠
席
し
た
場

合
の
報
酬
減
額
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
、
議

員
定
数
、
議
員
報
酬
、
議
員
の
な
り
手
（
倫
理

条
例
の
一
部
改
正
）
な
ど
、
市
議
会
の
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
一
定
の
方
向
性
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
っ
て
、
今
定
例
会
に
て
議
会
改
革

特
別
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
情
報
公
開
や
報
告
会
な
ど
に
よ
る
議
会

の
「
見
え
る
化
」
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

議
会
改
革
に
向
け
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　【
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
】

▼
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
市
と
の
請
負
契
約
な
ど
に
対
す
る
順
守
事
項

を
改
め
、
よ
り
多
様
な
人
材
が
議
会
に
参
画
し

や
す
く
な
る
よ
う
促
し
ま
す
。

▼
議
員
定
数
、
議
員
報
酬
に
関
し
て
検
討
し
ま

　し
た
。

　
議
員
定
数
を
２６
人
か
ら
４
人
減
じ
２２
人
と

し
、
議
員
報
酬
の
増
額
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
議
会
費
総
額
で
年
間
約
１
千
万

円
の
予
算
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
情
報
収
集

　
５
月
に
実
施
し
た
議
会
改
革
に
関
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
議
会
の
「
見
え
る
化
」

の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
議
会
報
告
会
（
市
民
と

語
る
会
）
な
ど
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
「
見
え
る
化
」
に
努
め
ま
す
。

渡部前議長より長谷部市長へ改革事項検討の要請

今野委員長から渡部前議長へ報告書の伝達
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ここが聞きたい
一 般 質 問

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
補

装
具
費
補
助
制
度
は
補
聴
器
も

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
度
、
重
度

の
難
聴
者
に
限
っ
て
い
る
。
本
市
の
難

聴
者
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
補
聴
器
は
義
歯
、
歩
行
具
と
比
べ
高

額
で
あ
り
、
保
険
適
用
も
な
い
。
公
的

補
助
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

問 補
聴
器
購
入
に
公
的
補
助
を

集
落
支
援
員
制
度
を
地
域
に
根

付
か
せ
る
た
め
に
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

集
落
支
援
員
を
支
え
る
組
織
と

し
て
は
、
地
域
振
興
会
な
ど
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
市
と
し
て

も
研
修
や
情
報
交
換
の
機
会
を
設
け
、

関
係
者
が
協
力
で
き
る
仕
組
み
を
整
え

て
い
く
。

問問 答

地
域
振
興
会
は
事
業
な
ど
を
進

め
る
推
進
母
体
で
あ
る
。
支
援

員
の
情
報
を
検
討
す
る
別
の
組
織
が
必

要
で
は
。組

織
的
に
は
企
画
調
整
部
の
地

域
振
興
課
が
担
当
し
て
い
る
が
、

副
市
長
も
出
向
き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問答

教
材
備
品
や
学
校
図
書
購
入
費

な
ど
の
教
育
振
興
費
に
つ
い
て

は
市
の
予
算
編
成
方
針
に
則
り
、
各
校

の
予
算
要
望
を
受
け
予
算
要
求
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

答

必
要
な
予
算
は
公
費
で
賄
う
と

の
原
則
の
も
と
、
特
別
枠
を
確

保
し
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

答

佐々木隆一
（日本共産党）

本
市
の
聴
覚
障
が
い
の
手
帳
所

持
者
は
２
７
７
人
で
あ
る
。
加

齢
性
難
聴
で
も
聴
力
レ
ベ
ル
が
７０
デ
シ

ベ
ル
以
上
で
障
害
者
手
帳
に
該
当
す
る

場
合
、
手
帳
を
取
得
し
た
後
、
支
給
申

請
が
で
き
る
。
市
と
し
て
も
今
後
、
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

答

本
年
５
月
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
が
改
正
さ
れ
た
。
安
倍

政
権
は
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
を

宣
伝
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
権
利
を

保
障
す
る
た
め
で
な
く
、
今
後
の
無
償

問 子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
　
　
　改
正
法
に
つ
い
て

今
年
度
の
幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
に
伴
う
経
費
は
１０
月
か
ら

の
半
年
間
で
２
億
２
千
万
円
で
、
全
額

国
の
負
担
と
な
る
。
市
が
独
自
に
行
っ

て
い
た
軽
減
分
は
９
千
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　市
で
は
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
無
償
化
後
も
保
護
者
が
負
担
す
る

副
食
費
に
つ
い
て
、
月
額
４
５
０
０
円

を
上
限
に
助
成
を
行
う
予
算
案
２
６
７

５
万
７
千
円
を
本
定
例
会
に
提
案
し
て

い
る
。

答

集
落
支
援
員
配
置
に
つ
い
て

児
童
生
徒
が
授
業
な
ど
で
活
用

す
る
紙
代
な
ど
を
保
護
者
が
負

担
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
こ
の
現
状

を
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

一
部
小
中
学
校
に
お
け
る

消
耗
品
費
の
保
護
者
負
担
を

公
費
負
担
に

小松浩一
（高志会）

教
材
備
品
や
図
書
購
入
費
は
、

こ
の
数
年
で
約
３
０
０
万
円
ず

つ
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
減
額

理
由
は
。

問

図
書
の
充
当
率
や
図
書
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
国
の
５
か
年
計

画
に
も
加
わ
り
な
が
ら
精
査
し
て
運
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

文
科
省
の
「
学
校
図
書
館
図
書

整
備
等
５
か
年
計
画
」
に
よ
り

単
年
度
で
２
２
０
億
円
が
地
方
財
政
措

置
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

問

教
育
で
使
う
物
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。
調
査
の
上
、
考
え
て
い
き
た
い
。

答

特
別
枠
以
上
に
消
耗
品
費
は
減

額
さ
れ
て
い
る
が
。

問教
材
備
品
や
学
校
図
書

購
入
費
な
ど
の
予
算
確
保
を

化
や
施
設
の
拡
充
を
進
め
る
際
に
も
消

費
税
増
税
が
迫
ら
れ
か
ね
な
い
な
ど
多

く
の
危
険
を
含
ん
で
い
る
。

　
市
の
負
担
軽
減
額
は
い
く
ら
か
。
子

育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
検
討
さ

れ
な
い
か
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

吉田朋子
（高志会）

由
利
本
荘
市
の
男
女
共
同
参
画

の
実
現
に
向
け
、
毎
年
６
月
の

１
カ
月
間
、
の
ぼ
り
旗
か
立
て
看
板
を

作
成
し
、
市
民
へ
周
知
す
べ
き
で
は
。

関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
立

て
看
板
の
設
置
も
含
め
、
よ
り

効
果
的
な
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
検
討

す
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

問答

女
性
の
政
治
参
加
に
関
す
る
意

識
啓
発
の
要
因
に
す
べ
く
、「
女

性
模
擬
議
会
」
を
実
施
し
、
体
験
を
通

し
て
女
性
の
政
治
参
加
を
促
進
す
べ
き

と
思
う
が
。

各
地
で
「
女
性
模
擬
議
会
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で

の
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
が
政
治
参
加
の
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 問答

市
の
職
員
、
教
員
を
対
象
と
し

た
独
自
の
研
修
会
を
設
け
、
性

的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
）
に
関
す
る

知
識
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

成
人
が
対
象
の
任
意
予
防
接
種

は
、
破
傷
風
、

ひ
ゃ
く
に
ち
ぜ
き

百
日
咳
、
麻
し

ん
（
は
し
か
）
な
ど
が
あ
る
。
平
成
２８

年
３
月
に

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

帯
状
疱
疹
の
予
防
を
目
的

に
、

す
い
と
う

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
の
ワ
ク
チ

ン
が
承
認
さ
れ
た
。

　
市
と
し
て
は
、
任
意
予
防
接
種
に
つ

い
て
医
師
会
と
の
連
携
を
図
り
、
各
種

検
診
時
に
周
知
に
努
め
て
い
く
。

問

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
大
人
に
も
大

切
で
あ
る
。
啓
発
と
周
知
に
乗

り
出
し
て
ほ
し
い
。

県
教
育
委
員
会
の
主
催
で
、
毎

年
「
性
に
関
す
る
指
導
者
研
修

会
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
関
連
し
た

研
修
へ
の
参
加
を
促
し
、
研
修
を
通
し

て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
に
つ
い
て
市
職
員
及

び
教
職
員
の
理
解
を
図
り
、
適
切
な
対

応
に
努
め
て
い
く
。

大
人
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
は

問 答

男女共同参画週間の啓蒙活動

教
師
の
超
過
勤
務
が
深
刻
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
実
態

は
。
ま
た
、新
規
の
調
査
研
究
事
業
は
、

結
局
は
本
市
教
職
員
へ
の
負
担
で
は
。

１
カ
月
の
超
過
勤
務
時
間
は
４５

時
間
以
内
だ
が
、
本
市
の
４
〜

６
月
ま
で
の
調
査
で
４５
時
間
以
上
超

過
勤
務
の
教
職
員
は
、
小
学
校
５５
％
、

中
学
校
６２
・
４
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
規
の
事
業
は
授
業
改
善

な
ど
の
研
究
調
査
で
あ
る
が
、今
後
は
、

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。 佐藤　勇

（市民創風）

問答

新
学
習
指
導
要
領
が
令
和
２
年

度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
中
学
校
に
お
い
て
、
全

面
実
施
さ
れ
る
。
社
会
科
で
日
本
の
領

土
問
題
に
つ
い
て
、
竹
島
、
尖
閣
諸

島
、
北
方
領
土
が
明
記
さ
れ
た
が
、
そ

の
意
義
は
。

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て

は
、
我
が
国
の
立
場
や
歴
史
的

問答 学
校
教
育
に
関
連
し
て

矢
島
小
学
校
の
改
築
計
画
は
。

現
在
の
中
・
高
連
携
に
小
学
校

を
加
え
た
「
矢
島
小
・
中
・
高

連
携
教
育
」
の
推
進
と
と
も
に
、
校

舎
を
中
高
敷
地
へ
建
設
す
る
。

問答

拉
致
問
題
の
人
権
教
育
実
践
の

場
で
、
国
は
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」

と
映
画
「
め
ぐ
み
」
の
活
用
促
進
の
た

め
、
全
国
４
万
校
な
ど
に
配
布
し
た
が
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
視
聴

は
行
っ
て
い
る
か
。

配
布
は
受
け
て
お
り
、
ポ
ス
タ
ー

は
校
内
に
掲
示
し
、
ビ
デ
オ
は

い
つ
で
も
視
聴
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

各
学
校
に
活
用
促
進
を
働
き
か
け
る
。

問答
に
も
国
際
法
上
も
正
当
で
あ
る
と
指
導

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
ニ
メ「
め
ぐ
み
」の
ポ
ス
タ
ー

●レース結果（入賞成績）
　[議会議員の部]　　　　由利本荘市議会子吉川　優勝
　[議会議員シニアの部]　由利本荘市議会鳥海山　５位
　[成年男子の部]　　　　悪友会　　　　　　　　２位
　[壮年男子の部]　　　　本荘由利森林組合Ｂ　　３位
　[熟年男子の部]　　　　そーれ櫛引　　　　　　６位
　[成年女子の部]　　　　本荘由利森林組合Ｌ　　６位
　[壮年女子の部]　　　　ゆりほんレディース　　５位
　[熟年女子の部]　　　　ナイスキャッチーズ　　６位

 ９月２８、２９日の２日間、大分県日田

市の三隈川特設会場で開催された、第

２８回全国市町村交流レガッタ日田大会

では、全国２６市町村から１２４クルーの

選手と応援団合わせて約１千人が参加

し、熱戦が繰り広げられました。

　本市からは、競漕種目全てに代表８ク

ルーが出漕し、「チーム由利本荘」で挑

んだ結果、全クルーが入賞を果たし、男

女総合準優勝を飾りました。

　市議会クルーは、市議会議員の部「子

吉川クルー」が２位との差０．７６秒とい

う接戦を征し見事優勝、市議会議員シ

ニアの部「鳥海山クルー」も第５位 入

賞と総合順位に貢献し、九州の地で由

利本荘の名をＰＲしてきました。

～第２８回全国市町村交流レガッタ　日田大会～
 総合準優勝

全出漕クルーが入賞し男女総合準優勝！！全出漕クルーが入賞し男女総合準優勝！！

９月定例会最終日に   おいて、２特別委員会は

所期の目的が達成さ   れたとして廃止されました。総 合防災公園整備特別委員会

　「
総
合
防
災
公
園
整

備
特
別
委
員
会
」
で
は
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る

避
難
拠
点
と
し
て
の
役

割
や
機
能
に
加
え
て
、

東
北
地
方
最
大
級
の
フ

ロ
ア
面
積
を
有
す
る
ア

リ
ー
ナ
の
施
設
整
備
や

運
営
態
勢
な
ど
に
つ
い

て
も
慎
重
な
調
査
や
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
総
合
防
災
公
園
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
平

成
２７
年
１２
月
よ
り
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
お
よ
そ
２
年
半
の
工
事
期
間
を
経
て
昨
年

６
月
に
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
が
完
成
し
、
１０
月
１
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
、
想
定
来
場
者
数
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
、

多
く
の
方
々
よ
り
当
施
設
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
引
き
続
き
、一
部
の
外
構
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
総
合
防
災
公
園
整
備
特
別
委
員
会
」
と
し
て
の
役
割
は
果
た
さ

れ
た
も
の
と
判
断
し
、
今
定
例
会
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
は
、
今
後
も
、
当
施
設
が
市

民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
の
防
災
拠
点
で
あ

る
と
と
も
に
、さ
ら
な
る
「
地
域
活
性
化
」「
に

ぎ
わ
い
創
出
」
へ
向
け
た
利
用
促
進
を
期
待

し
、
適
切
な
予
算
措
置
や
運
営
に
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

多くの方々に利用されるナイスアリーナ
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売
り
払
い
可
能
な
更
地
の
面
積

が
、
２
万
２
千
平
方
㍍
、
１７
カ

所
あ
る
が
、
そ
の
後
の
分
譲
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
で
は
、
快
適
で
住
み
良
い
住

宅
環
境
の
提
供
を
目
的
に
宅
地

分
譲
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年

度
に
売
り
払
い
を
行
っ
た
市
有
地
の

面
積
は
５
カ
所
、約
２
３
０
０
平
方
㍍
、

歳
入
額
約
４
９
７
万
円
で
あ
り
、
自

主
財
源
に
充
て
て
い
る
。

10P 伊藤文治（高志会）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

９月定例会では、９人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．選挙の投票率の低下と投票所の削減に
ついて

２．市有地の活用について
３．市営住宅の空き対策について
４．地方創生について
５．中山間地農業のあり方について

13P 佐々木隆一（日本共産党）
１．ミサイル基地「イージス・アショア」配備

は明確に反対すべき
２．農業振興について
３．プラスチックごみ対策について
４．補聴器購入に公的補助を
５．子ども・子育て支援改正法について
６．教育振興について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

未来につながる
まちづくりの
ために

伊藤文治
（高志会）

問答 市
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

地
方
創
生
へ
の
目
標
に
対
す
る

達
成
度
と
成
果
は
。

　
本
市
で
は
総
合
戦
略
に
お
い

て
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

数
値
目
標
を
設
定
し
な
が
ら
各
施
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
目
標
に
対
す

る
達
成
度
と
成
果
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
を
一

律
に
評
価
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
も
と
に
見
直

し
を
行
い
、
次
期
総
合
戦
略
に
反
映

さ
せ
て
い
く
。

問答 地
方
創
生
に
つ
い
て

本
市
の
市
営
住
宅
の
状
況
と
、

空
き
住
宅
の
入
居
促
進
対
策
に

つ
い
て
、
ま
た
、
特
別
優
遇
策
に
つ
い

て
伺
う
。市

営
住
宅
に
は
、
低
所
得
者
層

な
ど
を
対
象
と
し
て
お
り
、
公

営
住
宅
が
７
１
５
戸
、
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
が
３３
戸
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

が
２３
戸
、
合
計
７
７
１
戸
の
う
ち
、
５

問答 市
営
住
宅
の
空
き
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

11P 阿部十全（無所属）
１．漁業振興策について
２．風力発電について
３．障がい者の災害時の避難について

14P 今野英元（社会民主党）
１．由利本荘市の風力発電事業
２．学校給食費の公会計化について

13P 小松浩一（高志会）
１．由利本荘市新創造ビジョン後期基本計

画策定の取り組みについて
２．地域コミュニティー活性化の取り組みに

ついて
３．子育て支援の充実及び学校教育のソフ

ト面における環境整備について

12P 吉田朋子（高志会）
１．男女共同参画社会の推進について
２．由利本荘市版ネウボラの設置について
３．２０２０年東京オリンピックの由利本荘

市における聖火リレーについて
４．大人のワクチン接種について
５．由利本荘市の全中学生に華道体験を

11P 佐々木慶治（市民創風）
１．幼児教育・保育の無償化について
２．市ケーブルテレビの民営化について
３．ＪＡや共済組合の合併について
４．市営住宅の入居状況と空室ゼロにする

ための方策について
５．地域おこし協力隊について
６．小児インフルエンザなど予防接種に助成

するべきでは
７．新たな市町村連携「圏域」構想について
８．「コミュニティー生活圏」設定について
９．旧上川大内小学校校舎の利活用について

三望苑の風車

ここが聞きたい
一 般 質 問

過
去
１０
年
漁
獲
高
を
上
げ
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
し
た

の
か
。
今
後
ど
の
よ
う
な
振
興
策
を

考
え
て
い
る
か
。

問

福
祉
避
難
所
の
災
害
時
運
営
の

課
題
解
決
の
施
策
は
。

問

福
祉
避
難
所
は
こ
れ
ま
で
開
設

運
営
し
た
こ
と
が
な
い
。
来
年

度
の
総
合
防
災
訓
練
に
福
祉
避
難
所

の
開
設
運
営
訓
練
を
計
画
し
て
具
体

化
を
図
る
。

答

市
民
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
景

色
が
変
わ
っ
て
も
良
い
、
納
得
の

い
く
正
し
い
情
報
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

問

地
球
温
暖
化
を
抑
制
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再

エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
い
て
、
国

の
施
策
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
本

市
の
責
務
だ
。

答

漁
業
振
興
策
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
災
害
時
の

　
　
　
　
　避
難
に
つ
い
て

市
は
、
望
ま
し
い
運
営
形
態
を

見
い
だ
す
と
し
て
「
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
検
討
し
て
き
て
い
る

が
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
年
９
月
に
設
置
し
た
「
由
利

本
荘
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
民
間
移
行
検

討
委
員
会
」
か
ら
の
「
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
に

よ
る
設
備
の
貸
し
出
し
」
が
、
最
も
望

ま
し
い
と
す
る
提
言
を
受
け
、
庁
内

に
関
係
部
課
長
か
ら
な
る
「
推
進
協

議
会
」
を
設
置
し
、
課
題
や
方
向
性
、

行
程
案
な
ど
検
討
し
て
い
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
目
的
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
ど
う
い
う
形
で
の

民
間
移
行
が
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
の
か
を
第
一
に
考
え

る
と
と
も
に
、
市
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問答

市
で
は
施
設
の
有
効
な
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
永
年
保
存
す

る
公
文
書
や
、
歴
史
的
価
値
が
あ
る
貴

重
な
文
書
な
ど
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た

め
、校
舎
棟
を「
公
文
書
館
」と
し
て「
新

創
造
ビ
ジ
ョ
ン
後
期
計
画
」
で
整
備
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

　
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
小

栗
山
体
育
館
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
社
会
体
育
施
設
と

し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
作
品
の
展
示
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
の
施
設
で
展
示
・
紹
介
し
て
い
る

が
、
公
文
書
館
の
活
用
に
つ
い
て
も
併

せ
て
検
討
し
て
い
く
。

答

阿部十全
（無所属）

ガ
ザ
ミ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
の

稚
魚
放
流
事
業
に
よ
る
水
産
資

源
の
増
大
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
引

き
続
き
放
流
事
業
を
継
続
す
る
。

答

８
月
１０
日
付
け
の
新
聞
の
記
事

に
つ
い
て
、
正
式
発
表
の
前
に

促
進
す
る
団
体
に
対
し
、
欧
州
視
察
で

訪
れ
た
４
市
で
は
低
周
波
の
被
害
は

「
全
く
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
読
者

に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。
読
者

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
。

問 風
力
発
電
に
つ
い
て

感
想
を
求
め
ら
れ
、
調
査
し
た

結
果
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

新
聞
の
読
者
を
意
識
し
た
も
の
で
も

意
図
し
た
も
の
で
も
な
く
、
質
問
に

真
摯
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

答

市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
　民
営
化
の
進
捗
状
況
は

佐々木慶治
（市民創風）

活用が望まれている旧上川大内小学校校舎 入居促進対策が望まれる空き市営住宅

12P 佐藤　勇（市民創風）
１．学校教育に関連して
２．分譲地の現状について
３．フォレスタ鳥海について
４．主要地方道仁賀保矢島館合線について
５．財政などについて
６．消費税１０％への対応は
７．社会資本整備の充実による市の将来像について
８．地籍調査事業について

14P 岡見善人（無所属）
１．当市の観光面の充実とその考え方につ

いて
２．スポーツ立市を宣言している街として
３．Facebookを活用した情報発信について
４．他市の施策を参考にした移住・定住に繋

がる施策などについて

７
９
戸
に
入
居
し
て
い
る
。

　
入
居
促
進
対
策
に
つ
い
て
は
、
整
備

に
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
お
り
制

約
が
あ
る
た
め
、
特
別
な
優
遇
策
を
設

け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

旧
上
川
大
内
小
学
校
校
舎
を
、

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
な

問 廃
校
舎
の
有
効
活
用
を

方
々
の
作
品
や
、
活
躍
の
記
録
な
ど
の

展
示
と
収
蔵
も
で
き
る
社
会
教
育
施
設

と
し
て
の
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

吉田朋子
（高志会）

由
利
本
荘
市
の
男
女
共
同
参
画

の
実
現
に
向
け
、
毎
年
６
月
の

１
カ
月
間
、
の
ぼ
り
旗
か
立
て
看
板
を

作
成
し
、
市
民
へ
周
知
す
べ
き
で
は
。

関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
立

て
看
板
の
設
置
も
含
め
、
よ
り

効
果
的
な
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
検
討

す
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

問答

女
性
の
政
治
参
加
に
関
す
る
意

識
啓
発
の
要
因
に
す
べ
く
、「
女

性
模
擬
議
会
」
を
実
施
し
、
体
験
を
通

し
て
女
性
の
政
治
参
加
を
促
進
す
べ
き

と
思
う
が
。

各
地
で
「
女
性
模
擬
議
会
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で

の
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
が
政
治
参
加
の
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 問答

市
の
職
員
、
教
員
を
対
象
と
し

た
独
自
の
研
修
会
を
設
け
、
性

的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
）
に
関
す
る

知
識
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

成
人
が
対
象
の
任
意
予
防
接
種

は
、
破
傷
風
、

ひ
ゃ
く
に
ち
ぜ
き

百
日
咳
、
麻
し

ん
（
は
し
か
）
な
ど
が
あ
る
。
平
成
２８

年
３
月
に

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

帯
状
疱
疹
の
予
防
を
目
的

に
、

す
い
と
う

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
の
ワ
ク
チ

ン
が
承
認
さ
れ
た
。

　
市
と
し
て
は
、
任
意
予
防
接
種
に
つ

い
て
医
師
会
と
の
連
携
を
図
り
、
各
種

検
診
時
に
周
知
に
努
め
て
い
く
。

問

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
大
人
に
も
大

切
で
あ
る
。
啓
発
と
周
知
に
乗

り
出
し
て
ほ
し
い
。

県
教
育
委
員
会
の
主
催
で
、
毎

年
「
性
に
関
す
る
指
導
者
研
修

会
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
関
連
し
た

研
修
へ
の
参
加
を
促
し
、
研
修
を
通
し

て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
に
つ
い
て
市
職
員
及

び
教
職
員
の
理
解
を
図
り
、
適
切
な
対

応
に
努
め
て
い
く
。

大
人
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
は

問 答

男女共同参画週間の啓蒙活動

教
師
の
超
過
勤
務
が
深
刻
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
実
態

は
。
ま
た
、新
規
の
調
査
研
究
事
業
は
、

結
局
は
本
市
教
職
員
へ
の
負
担
で
は
。

１
カ
月
の
超
過
勤
務
時
間
は
４５

時
間
以
内
だ
が
、
本
市
の
４
〜

６
月
ま
で
の
調
査
で
４５
時
間
以
上
超

過
勤
務
の
教
職
員
は
、
小
学
校
５５
％
、

中
学
校
６２
・
４
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
規
の
事
業
は
授
業
改
善

な
ど
の
研
究
調
査
で
あ
る
が
、今
後
は
、

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。 佐藤　勇

（市民創風）

問答

新
学
習
指
導
要
領
が
令
和
２
年

度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
中
学
校
に
お
い
て
、
全

面
実
施
さ
れ
る
。
社
会
科
で
日
本
の
領

土
問
題
に
つ
い
て
、
竹
島
、
尖
閣
諸

島
、
北
方
領
土
が
明
記
さ
れ
た
が
、
そ

の
意
義
は
。

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て

は
、
我
が
国
の
立
場
や
歴
史
的

問答 学
校
教
育
に
関
連
し
て

矢
島
小
学
校
の
改
築
計
画
は
。

現
在
の
中
・
高
連
携
に
小
学
校

を
加
え
た
「
矢
島
小
・
中
・
高

連
携
教
育
」
の
推
進
と
と
も
に
、
校

舎
を
中
高
敷
地
へ
建
設
す
る
。

問答

拉
致
問
題
の
人
権
教
育
実
践
の

場
で
、
国
は
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」

と
映
画
「
め
ぐ
み
」
の
活
用
促
進
の
た

め
、
全
国
４
万
校
な
ど
に
配
布
し
た
が
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
視
聴

は
行
っ
て
い
る
か
。

配
布
は
受
け
て
お
り
、
ポ
ス
タ
ー

は
校
内
に
掲
示
し
、
ビ
デ
オ
は

い
つ
で
も
視
聴
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

各
学
校
に
活
用
促
進
を
働
き
か
け
る
。

問答
に
も
国
際
法
上
も
正
当
で
あ
る
と
指
導

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
ニ
メ「
め
ぐ
み
」の
ポ
ス
タ
ー

●レース結果（入賞成績）
　[議会議員の部]　　　　由利本荘市議会子吉川　優勝
　[議会議員シニアの部]　由利本荘市議会鳥海山　５位
　[成年男子の部]　　　　悪友会　　　　　　　　２位
　[壮年男子の部]　　　　本荘由利森林組合Ｂ　　３位
　[熟年男子の部]　　　　そーれ櫛引　　　　　　６位
　[成年女子の部]　　　　本荘由利森林組合Ｌ　　６位
　[壮年女子の部]　　　　ゆりほんレディース　　５位
　[熟年女子の部]　　　　ナイスキャッチーズ　　６位

 ９月２８、２９日の２日間、大分県日田

市の三隈川特設会場で開催された、第

２８回全国市町村交流レガッタ日田大会

では、全国２６市町村から１２４クルーの

選手と応援団合わせて約１千人が参加

し、熱戦が繰り広げられました。

　本市からは、競漕種目全てに代表８ク

ルーが出漕し、「チーム由利本荘」で挑

んだ結果、全クルーが入賞を果たし、男

女総合準優勝を飾りました。

　市議会クルーは、市議会議員の部「子

吉川クルー」が２位との差０．７６秒とい

う接戦を征し見事優勝、市議会議員シ

ニアの部「鳥海山クルー」も第５位 入

賞と総合順位に貢献し、九州の地で由

利本荘の名をＰＲしてきました。

～第２８回全国市町村交流レガッタ　日田大会～
 総合準優勝

全出漕クルーが入賞し男女総合準優勝！！全出漕クルーが入賞し男女総合準優勝！！

９月定例会最終日に   おいて、２特別委員会は

所期の目的が達成さ   れたとして廃止されました。総 合防災公園整備特別委員会

　「
総
合
防
災
公
園
整

備
特
別
委
員
会
」
で
は
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る

避
難
拠
点
と
し
て
の
役

割
や
機
能
に
加
え
て
、

東
北
地
方
最
大
級
の
フ

ロ
ア
面
積
を
有
す
る
ア

リ
ー
ナ
の
施
設
整
備
や

運
営
態
勢
な
ど
に
つ
い

て
も
慎
重
な
調
査
や
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
総
合
防
災
公
園
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
平

成
２７
年
１２
月
よ
り
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
お
よ
そ
２
年
半
の
工
事
期
間
を
経
て
昨
年

６
月
に
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
が
完
成
し
、
１０
月
１
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
、
想
定
来
場
者
数
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
、

多
く
の
方
々
よ
り
当
施
設
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
引
き
続
き
、一
部
の
外
構
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
総
合
防
災
公
園
整
備
特
別
委
員
会
」
と
し
て
の
役
割
は
果
た
さ

れ
た
も
の
と
判
断
し
、
今
定
例
会
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
は
、
今
後
も
、
当
施
設
が
市

民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
の
防
災
拠
点
で
あ

る
と
と
も
に
、さ
ら
な
る
「
地
域
活
性
化
」「
に

ぎ
わ
い
創
出
」
へ
向
け
た
利
用
促
進
を
期
待

し
、
適
切
な
予
算
措
置
や
運
営
に
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

多くの方々に利用されるナイスアリーナ

市功労者顕彰
１０月２１日に市内の

ホテルにて、地方自

治の振興に尽力され

た功績を称え顕彰さ

れました。

大関嘉一議員、三浦秀雄議員、佐々木慶治議員

永年にわたり地方
自治の進展に貢献
されたとして、１０
月２８日に秋田県
知事より表彰状を
授与されました。

秋田県地方自治
功労者表彰

佐々木隆一議員

９月定例会最終日に   おいて、２特別委員会は

所期の目的が達成さ   れたとして廃止されました。 議  会 改 革 特 別 委 員 会

　「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
で
は
、「
開
か
れ

た
議
会
」「
自
立
し
た
議
会
」「
効
率
的
な
議
会
」

な
ど
を
目
的
に
、
３０
項
目
の
改
革
事
項
に
つ
い

て
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
議
員
が
議
会
を
長
期
欠
席
し
た
場

合
の
報
酬
減
額
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
、
議

員
定
数
、
議
員
報
酬
、
議
員
の
な
り
手
（
倫
理

条
例
の
一
部
改
正
）
な
ど
、
市
議
会
の
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
一
定
の
方
向
性
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
っ
て
、
今
定
例
会
に
て
議
会
改
革

特
別
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
情
報
公
開
や
報
告
会
な
ど
に
よ
る
議
会

の
「
見
え
る
化
」
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

議
会
改
革
に
向
け
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　【
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
】

▼
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
市
と
の
請
負
契
約
な
ど
に
対
す
る
順
守
事
項

を
改
め
、
よ
り
多
様
な
人
材
が
議
会
に
参
画
し

や
す
く
な
る
よ
う
促
し
ま
す
。

▼
議
員
定
数
、
議
員
報
酬
に
関
し
て
検
討
し
ま

　し
た
。

　
議
員
定
数
を
２６
人
か
ら
４
人
減
じ
２２
人
と

し
、
議
員
報
酬
の
増
額
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
議
会
費
総
額
で
年
間
約
１
千
万

円
の
予
算
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
情
報
収
集

　
５
月
に
実
施
し
た
議
会
改
革
に
関
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
議
会
の
「
見
え
る
化
」

の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
議
会
報
告
会
（
市
民
と

語
る
会
）
な
ど
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
「
見
え
る
化
」
に
努
め
ま
す
。

渡部前議長より長谷部市長へ改革事項検討の要請

今野委員長から渡部前議長へ報告書の伝達

由利本荘市議会だより  第58号（9月定例会） 813 由利本荘市議会だより  令和元年／2019年12月1日発行

ここが聞きたい
一 般 質 問

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
補

装
具
費
補
助
制
度
は
補
聴
器
も

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
度
、
重
度

の
難
聴
者
に
限
っ
て
い
る
。
本
市
の
難

聴
者
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
補
聴
器
は
義
歯
、
歩
行
具
と
比
べ
高

額
で
あ
り
、
保
険
適
用
も
な
い
。
公
的

補
助
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

問 補
聴
器
購
入
に
公
的
補
助
を

集
落
支
援
員
制
度
を
地
域
に
根

付
か
せ
る
た
め
に
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

集
落
支
援
員
を
支
え
る
組
織
と

し
て
は
、
地
域
振
興
会
な
ど
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
市
と
し
て

も
研
修
や
情
報
交
換
の
機
会
を
設
け
、

関
係
者
が
協
力
で
き
る
仕
組
み
を
整
え

て
い
く
。

問問 答

地
域
振
興
会
は
事
業
な
ど
を
進

め
る
推
進
母
体
で
あ
る
。
支
援

員
の
情
報
を
検
討
す
る
別
の
組
織
が
必

要
で
は
。組

織
的
に
は
企
画
調
整
部
の
地

域
振
興
課
が
担
当
し
て
い
る
が
、

副
市
長
も
出
向
き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問答

教
材
備
品
や
学
校
図
書
購
入
費

な
ど
の
教
育
振
興
費
に
つ
い
て

は
市
の
予
算
編
成
方
針
に
則
り
、
各
校

の
予
算
要
望
を
受
け
予
算
要
求
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

答

必
要
な
予
算
は
公
費
で
賄
う
と

の
原
則
の
も
と
、
特
別
枠
を
確

保
し
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

答

佐々木隆一
（日本共産党）

本
市
の
聴
覚
障
が
い
の
手
帳
所

持
者
は
２
７
７
人
で
あ
る
。
加

齢
性
難
聴
で
も
聴
力
レ
ベ
ル
が
７０
デ
シ

ベ
ル
以
上
で
障
害
者
手
帳
に
該
当
す
る

場
合
、
手
帳
を
取
得
し
た
後
、
支
給
申

請
が
で
き
る
。
市
と
し
て
も
今
後
、
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

答

本
年
５
月
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
が
改
正
さ
れ
た
。
安
倍

政
権
は
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
を

宣
伝
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
権
利
を

保
障
す
る
た
め
で
な
く
、
今
後
の
無
償

問 子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
　
　
　改
正
法
に
つ
い
て

今
年
度
の
幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
に
伴
う
経
費
は
１０
月
か
ら

の
半
年
間
で
２
億
２
千
万
円
で
、
全
額

国
の
負
担
と
な
る
。
市
が
独
自
に
行
っ

て
い
た
軽
減
分
は
９
千
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　市
で
は
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
無
償
化
後
も
保
護
者
が
負
担
す
る

副
食
費
に
つ
い
て
、
月
額
４
５
０
０
円

を
上
限
に
助
成
を
行
う
予
算
案
２
６
７

５
万
７
千
円
を
本
定
例
会
に
提
案
し
て

い
る
。

答

集
落
支
援
員
配
置
に
つ
い
て

児
童
生
徒
が
授
業
な
ど
で
活
用

す
る
紙
代
な
ど
を
保
護
者
が
負

担
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
こ
の
現
状

を
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

一
部
小
中
学
校
に
お
け
る

消
耗
品
費
の
保
護
者
負
担
を

公
費
負
担
に

小松浩一
（高志会）

教
材
備
品
や
図
書
購
入
費
は
、

こ
の
数
年
で
約
３
０
０
万
円
ず

つ
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
減
額

理
由
は
。

問

図
書
の
充
当
率
や
図
書
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
国
の
５
か
年
計

画
に
も
加
わ
り
な
が
ら
精
査
し
て
運
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

文
科
省
の
「
学
校
図
書
館
図
書

整
備
等
５
か
年
計
画
」
に
よ
り

単
年
度
で
２
２
０
億
円
が
地
方
財
政
措

置
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

問

教
育
で
使
う
物
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。
調
査
の
上
、
考
え
て
い
き
た
い
。

答

特
別
枠
以
上
に
消
耗
品
費
は
減

額
さ
れ
て
い
る
が
。

問教
材
備
品
や
学
校
図
書

購
入
費
な
ど
の
予
算
確
保
を

化
や
施
設
の
拡
充
を
進
め
る
際
に
も
消

費
税
増
税
が
迫
ら
れ
か
ね
な
い
な
ど
多

く
の
危
険
を
含
ん
で
い
る
。

　
市
の
負
担
軽
減
額
は
い
く
ら
か
。
子

育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
検
討
さ

れ
な
い
か
。


